
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦
し
く
な
っ
て
い
る
一
方
で

３０
年
間
賃
金
が
引
き
下
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
日
本

経
済
が
活
性
化
し
な
い
の
は

給
料
が
き
ち
ん
と
支
払
い
さ

れ
て
い
る
の
か
判
ら
な
い
。

も
し
困
っ
た
ら
相
談
し
た

い
。」
と
言
っ
て
頂
い
た
方
も

い
ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
付
け

て
配
布
し
た
組
織
宣
伝
ビ
ラ

は
、
約
１
時
間
で
１
５
０
枚

配
布
し
ま
し
た
。 

当
た
り
前
で
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
岸
田
首
相
は
、
経

済
界
に
３
％
の
賃
上
げ
を

要
請
し
た
だ
け
で
、
経
済
対

策
を
打
ち
出
し
た
と
は
言

え
な
い
。
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
に
は
消
費
税
減
税
も

し
く
は
廃
止
し
、
物
価
高
騰

を
上
回
る
賃
上
げ
を
実
現

し
て
こ
そ
個
人
消
費
を
増

え
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

起
爆
剤
に
な
る
。
」
と
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
弁
士

は
、
「
２
０
２
３
年
４
月
か

ら
６０
時
間
を
超
え
る
残
業

時
間
の
割
増
賃
金
が
５０
％

に
な
る
。
し
か
し
、
会
社
は

賃
金
体
系
を
変
更
し
た
り

す
る
な
ど
様
々
な
対
策
を

講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
、
労
働
条
件
変
更
の
契
約

書
に
サ
イ
ン
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
説
明
。

受
け
取
っ
て
い
た
だ
い
た
方

か
ら
「
６
０
時
間
を
超
え
る

残
業
時
間
の
割
増
し
賃
金
の

支
払
が
５
０
％
に
な
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
。
自
分
の

 

大
阪
府
本
部
は
、
６
月
３

日
（
土
）
午
前
１０
時
か
ら

京
橋
駅
連
絡
通
路
に
お
い

て
、
組
織
拡
大
宣
伝
行
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
全
体
の

参
加
者
は
１０
名
。
前
村
執

行
委
員
長
、
阪
口
副
執
行
委

員
長
、
荻
田
書
記
長
、
橋
本

執
行
委
員
と
関
西
支
部
３

名
、
大
阪
合
同
支
部
２
名
、

此
花
支
部
１
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
組
織
拡
大
宣
伝
で

の
弁
士
は
、
前
村
執
行
委
員

長
、
荻
田
書
記
長
、
関
西
支

部
・
福
山
組
合
員
。
最
初
に

訴
え
て
い
た
だ
い
た
の
は

前
村
執
行
委
員
長
。
前
村
執

行
委
員
長
は
、「
物
価
高
騰

で
我
々
労
働
者
の
生
活
が
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業種   組織数   単位数 対象外 回答数  平均回答額  

＊トラック      24      19      5      16     2,671 円 

＊酸素           3        3      0        3    2,500 円      

＊バス           4         4      0    4      1,155 円             

＊鉄道           1         1      0     1    9,503 円      

＊建設           5        2      3        0      4,150 円 

＊ｾﾒﾝﾄ・生ｺﾝ    10        7      3        0        714 円       

＊一般・パート   5     5      0        0     10,001 円 

＊ダンプ     3         1      2        1   4,500 円 

 

 

 

 

第 ５次回答集中日  ６月 ７日（水） 

第 ６次回答集中日  ６月１４日（水） 

第 ７次回答集中日  ６月２１日（水） 

第 ８次回答集中日  ６月２８日（水） 

第 ９次回答集中日  ７月 ５日（水） 

第１０次回答集中日  ７月１２日（水） 

   第１１次回答集中日  ７月１９日（水） 

   第１２次回答集中日  ７月２６日（水） 

   

大
阪
府
本
部
全
体
の

回
答
状
況
は
、
全
体
支
部

分
会
数
５４
職
場
、
対
象
職

場
数
４０
職
場
、
要
求
提
出

３５
職
場
、
要
求
提
出
率
８

７
、
５
％
、
有
額
回
答
数

は
２９
職
場
・
妥
結
率
は
４

７
、
５
％
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
妥
結
額

は
３,

０
３
０
円
で
前
年

実
績
の
２
，
２
３
２
円
よ

り
７
９
８
円
増
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。
回
答
状
況

は
、
前
年
実
績
を
上
回
っ

た
の
は
１５
職
場
・
分
会

で
、
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
関
係

９
職
場
、
建
設
１
職
場
、

バ
ス
１
職
場
、
ダ
ン
プ
１

職
場
、
鉄
道
１
職
場
、
酸

素
１
職
場
、
生
コ
ン
１
職

場
、
一
般
１
職
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
と
同
額

は
、
酸
素
１
職
場
、
昨
年

実
績
を
下
回
っ
た
の
は
、
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い
な
か
っ
た
の
か
。
支
部
役

員
が
直
接
職
場
に
入
り
、
原

因
究
明
し
た
う
え
で
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

次
年
度
に
つ
い
て
は
、
全
職

場
で
春
闘
・
夏
期
一
時
金
の

要
求
提
出
が
出
来
る
対
策
と

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
要
求
提
出
状
況
は
昨

年
実
績
を
上
回
り
ま
し
た
が
、

全
職
場
の
要
求
提
出
が
実
現
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
要
求
提
出

出
来
な
か
っ
た
職
場
は
、
要
求

提
出
出
来
な
い
原
因
が
あ
る
の

か
、
対
象
外
も
し
く
は
、
消
滅

し
た
職
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
府
本
部
へ
報
告
出
来
て

に
く
わ
え
て
、
燃
料
高
騰
・
物
価
高

騰
で
消
費
が
落
ち
込
み
実
質
賃
金

が
減
少
す
る
中
、
政
府
が
経
財
界
に

要
望
し
た
３
％
の
賃
上
げ
に
程
遠

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

ト
ラ
ッ
ク
３
職
場
、
建

設
１
職
場
、
ゼ
ロ
回
答

は
、
ト
ラ
ッ
ク
３
職
場
、

バ
ス
２
職
場
、
建
設
１

職
場
、
酸
素
１
職
場
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
。
特
徴
的
な
と
こ

ろ
は
、
昨
年
実
績
を
上

回
っ
た

１５

職
場
の
う

ち
、
９
職
場
が
ト
ラ
ッ

ク
職
場
で
あ
る
こ
と
。

一
方
で
経
営
体
力
が
な

い
ト
ラ
ッ
ク
職
場
で
は

ゼ
ロ
回
答
と
い
う
結
果

に
な
り
、
運
輸
業
の
２

極
化
が
際
立
ち
ま
す
。

大
阪
府
本
部

２３

春
闘

で
の
最
高
賃
上
げ
額

は
、
大
阪
合
同
支
部
：

一
般
職
場
・
絆
グ
ル
ー

プ
分
会
の
５
万
円
で
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経

済
の
落
ち
込
み 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の
学
習
会
で
覚
え
き
れ
な
い

ほ
ど
詳
し
く
説
明
し
て
い
た

だ
い
た
。
先
人
の
方
の
た
た

か
い
と
大
阪
の
運
動
は
す
ご

い
。
今
後
は
労
働
組
合
に
誇

り
を
持
ち
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
。」
と
感
想
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

し
た
こ
と
は
す
べ
て
自
分
の

財
産
に
な
り
ま
す
。
今
日
の

学
習
会
で
１
つ
で
も
知
識
を

つ
け
て
い
た
だ
き
実
り
あ
る

学
習
会
に
な
る
こ
と
を
期
待

 

大
阪
府
本
部
は
、
６
月
１８

日
（
日
）
国
労
大
阪
会
館
１
階

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
一
般
組
合

員
学
習
会
と
次
世
代
活
動
家

育
成
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
１０
時
～
午
後
１２
時
ま
で

は
、
一
般
組
合
員
学
習
会
を
行

い
、
全
体
の
参
加
者
は
１８
名
。

大
阪
合
同
支
部
８
名
、
関
西
支

部
４
名
、
関
西
ダ
ン
プ
支
部
５

名
、
此
花
支
部
１
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
第
２
回
目
と
な
る
一

般
組
合
員
学
習
会
に
、
大
阪
労

連
・
川
辺
和
宏
顧
問
を
お
招
き

し
て
「
全
労
連
・
大
阪
労
連
の

歴
史
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
し
ま

し
た
。
司
会
進
行
は
、
大
阪
府

本
部
・
荻
田
書
記
長
で
始
ま

り
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
に
前
村

執
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。
前

村
委
員
長
は
、「
大
阪
府
本
部

が
年
間
で
計
画
し
た
学
習
会

は
組
織
強
化
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
。『
知
は

力
な
り
』
と
い
い
ま
す
。
学
習

し
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
に
大
阪
労
連
・
川

辺
顧
問
に
よ
る
学
習
会
が
始

ま
り
、
川
辺
顧
問
の
学
習
内

容
は
、
戦
前
の
資
本
主
義
発

展
と
そ
の
時
代
に
ど
の
よ
う

な
労
働
組
合
が
あ
り
、
た
た

か
い
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
の
か

に
触
れ
、
戦
後
の
労
働
運
動

か
ら
全
労
連
・
大
阪
労
連
の

誕
生
を
詳
し
く
説
明
。
ま
た
、

大
阪
の
数
々
の
争
議
、
大
阪

統
一
労
組
懇
運
動
の
始
ま
り

と
運
動
、
維
新
と
の
た
た
か

い
な
ど
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
一
度
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い
。」
と
説
明
。「
保
険
会
社

の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
保
険
が
あ
る
な

ら
ば
、
会
社
は
益
々
、
解
雇

し
や
す
く
な
る
。」
と
回
答
。

裁
量
労
働
制
度
の
問
題
点
を

あ
ぶ
り
出
し
、
活
発
な
質
問

で
実
り
あ
る
学
習
会
に
な
り

ま
し
た
。 

 

下
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
補
償

す
る
保
険
が
あ
る
。
う
ち
の

会
社
は
そ
の
保
険
に
入
っ
て

い
る
。」
な
ど
活
発
に
質
問
が

だ
さ
れ
、
西
川
裕
也
弁
護
士

は
、「
専
門
業
務
型
の
１９
業

種
に
該
当
す
れ
ば
、
専
門
で

な
く
て
も
専
門
と
み
な
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。
今
の
段
階

で
具
体
的
な
線
引
き
が
な

 

学
習
会
参
加
者
か
ら
の
質

問
は
、「
専
門
業
務
と
み
な
す

具
体
的
な
線
引
き
が
わ
か
ら

な
い
。」「
専
門
業
務
型
で
争

い
に
な
っ
た
実
例
が
あ
る
の

か
。」「
解
雇
の
金
銭
解
決
制

度
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
労
働
者
の
立
場
が
弱

く
な
る
。
今
、
保
険
会
社
に

は
不
当
解
雇
と
い
う
判
決
が

く
説
明
。
ま
た
、
賃
金
支
払
の

デ
ジ
タ
ル
化
が
議
論
さ
れ
て
い

る
。「
こ
の
よ
う
な
悪
法
を
阻
止

す
る
た
た
か
い
が
求
め
ら
れ

る
。」
と
労
働
組
合
運
動
の
果
た

す
役
割
が
重
要
だ
と
改
め
て
感

じ
る
学
習
会
で
し
た
。 

 

午
後
１３
時
か
ら
は
、
次
世

代
活
動
家
育
成
学
習
会
行
い
、

全
体
参
加
者
は
１６
名
。
大
阪

合
同
支
部
６
名
、
関
西
支
部
４

名
、
関
西
ダ
ン
プ
支
部
５
名
、

此
花
支
部
１
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

午
前
に
続
き
、
司
会
進
行
は

大
阪
府
本
部
・
荻
田
書
記
長
で

始
ま
り
ま
し
た
。 

次
世
代
活
動
家
育
成
学
習
会

の
講
師
に
は
、
彩
法
律
事
務

所
・
西
川
裕
也
弁
護
士
を
お
招

き
し
て
行
い
、「
裁
量
労
働
制

拡
大
の
問
題
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
学
習
し
ま
し
た
。 

西
川
裕
也
弁
護
士
に
よ
る
裁

量
労
働
制
拡
大
の
問
題
点
は
、

２
つ
に
絞
っ
て
説
明
。
１
つ
目

は
、「
実
際
に
働
い
た
時
間
で

は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た

時
間
を
働
い
た
も
の
と
み
な

し
、
そ
の
分
の
賃
金
を
支
払
う

と
い
う
制
度
」
２
つ
目
は
、「
解

雇
の
金
銭
解
決
制
度
」
を
詳
し
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